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特 集　都立高校生の社会的・職業的自立を目指して

教
育
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せ
事
例

それぞれのプログラムでは、大学生等のプレゼンテーションを見ること、グループで話し合い、プレ
ゼンテーションをすることが組み合わさっています。プレゼンテーションをする時には、互いに評価し、
良かった点、改善できる点をカードにして伝え合うことで、次にはどのように工夫すれば良いかを考え、
挑戦できる機会が設定されています。

計画・進行は、教員のキャリアガイダンス（ＣＧ）部が担当。各クラスの進
路係が、授業前にＣＧ室に集まり、打合せを行う。そして進路係がクラスで
その日の内容を説明し、進行する等、生徒が自分たちで考え工夫する場面が、
多数設定されています。

1年生の「キャリアデザインⅠ」のテーマは、『高校生活の基礎を形作る～「自分を知る・社会を知る」』
です。夏休みに行う職業人インタビューの前には、複数の専門学校による職業理解を進めるプログラム
を実施し、働くことについて考える機会をつくります。2年生の「キャリアデザインⅡ」は「自分を定める・
職業を考える」がテーマ。同じ色のプログラムは、同じ団体が実施しているものです。同じ団体が二つ
の学年で、違うプログラムを実施することで、団体の学校理解が進み、学びが深まるような内容で実施
することができています。

それぞれのプログラムでは、企業・ＮＰＯ等が実施する授業の前後の時間に、事前学習や振り返りの
時間をとっています。例えば、4回で行うコミュニケーションワークショップでは、途中の総合的な学
習の時間に、教員による指導の回を入れ、遊び的な感覚になりがちなプログラム内容が、社会人となる
ための基礎的な力を付ける意味があることを改めて指導しています。
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1年生の秋に翌年度の科目選択を行います。生徒が将来の職業、進路を考えた上で文系・理系や、科
目を選択するように、そして高校生活の中で、社会人として必要な知識やスキルを身に付け、社会の変
化に対応して新たな価値を創造していく総合力を培うことを目的として、2年間の総合的な学習の時間

「キャリアガイダンス（ＣＧ）」を実施しています。

「キャリア教育で未来を拓
ひ ら

く」をスローガンに、総合的な学習の時間「キャリアデザイン」を中心に、進
路指導、部活動、行事等の全ての教育活動で進路実現・進路決定につなげて指導しています。
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